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実
施
予
定
で
す
。

元
福
岡
・
上
福
岡
二
丁
目

の
雨
水
対
策

問
　
　

大
築
　

　
元
福
岡
地
区
の
雨

水
対
策
は
。

答
　
当
面
は
元
福
岡
一
〜
三
丁
目

地
区
は
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
川
越
江

川
へ
の
排
水
で
対
応
し
ま
す
。
平

成
二
十
二
年
か
ら
三
か
年
計
画

で
、
二
丁
目
、
一
丁
目
、
三
丁
目

の
順
で
整
備
し
ま
す
。

問
　
上
福
岡
二
丁
目
の
雨
水
対
策

は
。

答
　
中
央
通
り
の
幹
線
側
は
、
平

成
二
十
三
年
か
ら
三
か
年
計
画

と
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
循
環
バ
ス
の
あ
り
方

問
　
　

大
築
　

　
循
環
バ
ス
の
今
後

は
。

答
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
利

便
性
を
考
え
、
ゼ
ロ
か
ら
検
討
し

ま
す
。

上
福
岡
地
域
に
も
　
　
　

循
環
バ
ス
の
運
行
を

問
　
　

足
立
　

　
全
域
運
行
と
言
い

な
が
ら
運
行
予
算
は
昨
年
と
同

額
、
上
福
岡
地
域
の
コ
ー
ス
調
査

も
未
定
で
は
、
市
民
の
願
い
と
か

け
離
れ
る
。

答
　
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
来
年
四
月
に
は
上

福
岡
地
域
で
も
運
行
し
た
い
。

藤
間
北
野
歩
道
橋
を
自
転

車
が
通
れ
る
よ
う
に

問
　
　

岸
川
　

　
藤
間
北
野
歩
道
橋

を
自
転
車
が
通
れ
る
よ
う
に
。
ま

た
、
修
繕
工
事
は
。

答
　
段
階
的
な
対
策
を
講
じ
る
方

針
で
、
今
後
、
第
一
段
階
と
し
て
、

鉄
の
腐
食
箇
所
と
ゴ
ム
チ
ッ
プ
張

り
か
え
の
補
修
、
透
視
可
能
パ
ネ

ル
へ
の
張
り
か
え
と
照
明
灯
の
交

換
を
東
武
鉄
道
が
受
託
施
工
し
ま

す
。

鎖
を
解
除
し
横
断
歩
道
を

問
　
　

鈴
木
　

　
上
福
岡
駅
西
口
広

場
の
川
越
市
方
向
に
横
断
歩
道
を

設
置
す
べ
き
。

答
　
Ｕ
Ｒ
、
警
察
で
協
議
し
、
現

在
の
歩
道
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
便
性
よ
り
安
全
性
を
優
先

し
て
、
フ
ェ
ン
ス
等
の
物
理
的
対

応
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
ま
す
。

問
　
フ
ェ
ン
ス
に
よ
っ
て
危
険
が

排
除
で
き
る
と
い
う
考
え
は
、
市

民
感
覚
に
沿
わ
な
い
が
。

答
　
総
合
的
な
立
場
で
も
う
一
度

警
察
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

で
、
桜
通
り
の
幹
線
側
は
、
財
源

を
確
保
次
第
、
三
か
年
計
画
で
対

応
し
、
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

元
福
岡
の
浸
水
対
策
は

問
　
　

岩
崎
　

　
元
福
岡
地
区
の
浸

水
対
策
の
調
査
結
果
と
今
後
の
対

応
は
。

答
　
調
査
を
し
た
結
果
、
遊
水
池

の
設
置
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
多

額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
当
面

は
、
江
川
流
域
都
市
下
水
路
に
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

鶴
嵂
岡
分
館
の
跡
地
利
用

と
第
四
分
団
車
庫
建
設

問
　
　

有
山
　

　
防
災
備
蓄
倉
庫
と

第
四
分
団
車
庫
の
建
設
は
。

答
　
防
災
倉
庫
の
設
置
は
せ
ず
、

跡
地
に
町
会
倉
庫
と
、
ま
た
消
防

組
合
が
来
年
二
月
末
ま
で
に
第
四

分
団
車
庫
を
建
設
予
定
で
す
。

住
宅
リ
フ
棈
ῴ
ム
助
成
に

取
り
組
む
べ
き

問
　
　

鈴
木
　

　
大
井
商
工
会
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
景
気
対
策
と

し
て
も
効
果
が
期
待
で
き
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
市
の
事
業
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
。

答
　
来
年
四
月
に
上
福
岡
と
大
井

商
工
会
が
合
併
予
定
で
す
。
そ
の

一 般 質 問

福
祉
・
医
療

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
教
訓
と
今
後
は

問
　
　

松
尾
　

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
国
が
と
っ
た
危
機
管
理

は
、
第
二
波
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

強
毒
性
化
対
策
に
ど
の
よ
う
な
教

訓
と
な
っ
た
か
。
今
後
の
対
策
を

問
う
。

答
　
国
は
強
毒
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
を
先
行
し
ま
し
た
が
、
弱

毒
性
と
分
か
り
、
発
生
地
情
報
を

地
域
に
提
供
し
、
地
域
対
策
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
県
と
連
携
し
て

対
処
し
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
兊
ト
の

配
布
を

問
　
　

堀
口
　

　
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
服

薬
内
容
な
ど
医
療
情
報
を
入
れ
た

容
器
。
主
に
各
家
庭
の
冷
蔵
庫
に

保
管
し
、
救
急
時
に
適
切
で
迅
速

な
処
置
が
行
な
え
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
に
配

布
し
て
は
。

答
　
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
消
防
署
等
の
関
係
機
関
と

の
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
を

問
　
　

塚
越
　

　
積
み
立
て
て
あ
る

基
金
を
取
り
崩
し
て
負
担
軽
減
す

べ
き
で
は
。

答
　
現
在
の
市
の
条
例
で
は
、
市

独
自
の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

浸水に悩まされる上福岡２丁目地区

ふじみ野市議会だより第15号〔H21.８ .1発行〕7…

問
　
認
定
基
準
の
運
用
で
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

答
　
内
容
が
低
下
し
な
い
よ
う
に

運
用
し
ま
す
。

保
険
証
の
無
条
件
交
付
を

問
　
　

岩
崎
　

　
国
保
税
の
長
期
滞

納
者
に
対
し
、
市
は
保
険
証
を
と

め
置
き
し
て
い
る
の
は
大
問
題
。

特
に
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
に
は
、
無
条
件
に
交
付

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
子
ど
も
が
い
る
六
十
三
世
帯

に
は
、
保
険
証
を
市
が
と
め
置
き

し
て
い
ま
す
。
市
の
窓
口
に
来
て

も
ら
え
ば
、
交
付
し
ま
す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無

料
ク
ῴ
ポ
ン
券
を
早
急
に

問
　
　

伊
藤
　

　
当
市
で
は
乳
が

ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
％
、
八
・
五

％
と
低
い
。
国
の
平
成
二
十
一
年

度
補
正
予
算
に
よ
り
﹁
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
﹂
が
始
ま

る
。
子
宮
頸
が
ん
は
二
十
歳
、
乳

が
ん
は
四
十
歳
か
ら
段
階
的
に
五

歳
刻
み
で
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

布
す
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答
　
乳
が
ん
検
診
は
六
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
た
め
、
該
当
者
が
対

象
外
と
な
り
、
不
公
平
に
な
ら
な
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い
よ
う
に
し
ま
す
。

‎
健
康
づ
く
り
計
画
　‏
　

策
定
の
予
定
は

問
　
　

伊
藤
　

　
市
民
が
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め

に
、
健
康
づ
く
り
計
画
の
策
定
が

必
要
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
推
進
に
は
、
社
会
全
体
の
支

援
が
必
要
で
す
。
幅
広
い
年
齢
層

に
合
っ
た
内
容
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
作
成
し
、
平
成
二
十
一
年
度

に
二
、
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
実
施
・

集
計
・
分
析
を
行
な
い
、
平
成
二

十
二
年
度
に
計
画
書
を
ま
と
め
ま

す
。

も
う
一
つ
専
門
施
設
を

問
　
　

田
村
　

　
認
知
症
専
門
の
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
一
ヵ
所
で
は
、

選
ぶ
自
由
が
な
い
。
人
権
的
配
慮
か

ら
も
選
べ
る
自
由
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
考
え
る
。
地
域
密
着
型
の
弊
害

と
も
言
え
る
。
せ
め
て
二
市
一
町
の

枠
内
で
考
え
ら
れ
な
い
も
の
か
。

答
　
専
門
の
施
設
は
、
今
の
と
こ

ろ
、
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
な
じ
み
の
環
境
で
過
ご

す
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
知
識
の
普
及
を

問
　
　

田
村
　

　
年
金
未
納
率
が
四

〇
％
で
破
綻
す
る
と
だ
れ
が
言
っ

た
の
か
。
国
民
皆
年
金
か
ら
い
う

と
、
未
納
は
五
％
で
影
響
は
な
く
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
税
金
で
二
分
の

一
を
賄
う
の
に
、
未
納
者
に
は
年

金
と
い
う
形
で
は
一
円
も
戻
ら
な

い
。
年
金
は
払
わ
な
い
と
損
を
す

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
若
者
に

送
る
べ
き
。

答
　
知
識
を
高
め
る
こ
と
が
普
及

の
か
ぎ
で
す
。
社
会
保
険
庁
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
の
暮
ら
し
支
え

る
施
策
の
充
実
を

問
　
　

前
原
　

　
障
が
い
者
が
生
き

る
た
め
に
受
け
る
支
援
を
﹁
受
益
﹂

と
し
、
負
担
を
強
い
る
自
立
支
援

法
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

答
　
社
会
参
加
を
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
、
法
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

通
所
の
場
合
は
実
質
一
％
く
ら
い

の
負
担
な
の
で
、
過
重
で
は
な
い

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

問
　
導
入
前
は
﹁
応
能
﹂
だ
っ
た
。

負
担
軽
減
の
た
め
、
市
独
自
の
支

援
策
を
。

答
　
法
を
遵
守
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
障
が
い
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
施
設
建
設
を
。

答
　
特
定
非
営
利
団
体
が
、
就
労

支
援
施
設
を
平
成
二
十
三
年
春
、

開
設
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

障
害
者
自
立
支
援
対
策
臨

時
特
例
交
付
金
の
活
用
は

問
　
　

　

　
障
害
者
自
立
支
援

対
策
臨
時
特
例
交
付
金
の
活
用
と
、

今
後
の
計
画
は
。

答
　
報
酬
の
日
払
い
方
式
の
導
入

に
対
応
が
困
難
な
事
業
所
を
対
象

に
、
従
前
と
の
差
額
を
補
助
す
る

﹁
事
業
運
営
円
滑
化
事
業
﹂
と
、
送

迎
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
の
軽

減
を
図
る
目
的
の
﹁
通
所
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
促
進
事
業
﹂
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

﹁
新
事
業
移
行
促
進
事
業
﹂
で
、
大

井
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
新
体
系
へ
の
移
行
を
考
え
ま
す
。

大
井
保
健
セ
ン
タ
ῴ
の
　

事
業
の
充
実
を

問
　
　

前
原
　

　
統
廃
合
前
提
の
公

共
施
設
適
正
配
置
計
画
は
や
り
直

し
、
大
井
保
健
セ
ン
タ
ー
は
縮
小

で
は
な
く
、
健
康
増
進
な
ど
事
業

の
充
実
を
。

答
　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
需
要
の
変

動
も
見
ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
有

効
活
用
を
図
り
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
医
療
費

を
無
料
に

問
　
　

山
口
　

　
七
十
五
歳
か
ら
の

一 般 質 問

親水公園で毎朝やっているラジオ体操


